
基 礎 看 護
看護の本質の理解を基に、看護の実践の基盤となる資質・能力を育成するものであり、看護に関する学科では、原則として全ての生徒が履修す
る科目である。

第１章 看護の本質
第１節 看護の意義
第１ 看護の目的と機能
第２ 看護の変遷
第３ 現代の看護
第２節 看護の役割と機能
第１ 看護の対象となる人々との人間関係
第２ 患者の家族と看護者との関係
第３ 患者を取り巻く医療従事者との関係
第４ 医療施設における看護組織
第５ 日本の保険医療福祉政策の変遷
第６ 保健師助産師看護師法における看護者の業務
第３節 看護の対象
第１ 身体的・精神的・社会的統一体としての人間
第２ 人間の基本的欲求と看護
第３ 人間の成長・発達の過程
第４ 患者とその家族の理解
第４節 協働する専門職
第１ 地域包括ケアシステムにおける看護師と関係専門職との連携
第２ 退院支援における他職種協働
第３ 病院における他職種協働
第５節 看護における倫理
第１ 医療をめぐる倫理の歴史的経緯
第２ 看護における倫理を学ぶ意義
第３ 看護者の倫理綱領
第４ 看護実践場面における倫理的ジレンマ

第２章 看護の共通技術
第１節 コミュニケーション
第１ コミュニケーションとは
第２ コミュニケーションの方法
第３ コミュニケーション技法
第２節 感染予防
第１ 感染予防の必要性
第２ 感染を防止する方法
第３節 安全管理
第１ 医療の安全管理に対する制度的取り組み
第２ 医療における安全管理のあり方
第３ 医療安全への組織的な取り組み
第４ 主な医療事故と事故防止のための具体策
第４節 フィジカルアセスメント
第１ フィジカルアセスメントの概要
第２ フィジカルイグザミネーションの基本手技
第３ 身体計測と身体機能検査
第４ バイタルサイン

第５節 看護過程
第１ 看護の必要性の把握と観察
第２ チームにおける情報の共有
第３ 看護上の問題とその解決の過程
第４ 継続看護

第３章 日常生活の援助
第１節 日常生活の理解
第１ 日常生活の意義
第２ 患者にとっての日常生活の意義と看護の役割
第２節 環境調整
第１ 健康と環境
第２ 病院と環境
第３ 病床および周囲の生活環境の調整
第４ 療養環境としての人間関係（人的環境）の調整
第３節 食事と栄養
第１ 食事の意義
第２ 接触・嚥下，消化・吸収のしくみ
第３ 食事に影響を及ぼす因子
第４ 栄養摂取の種類
第５ 食事の援助と看護者の役割
第６ 食事介助の実際
第７ 食事療法
第８ 非経口栄養法
第４節 排泄の援助
第１ 排泄のメカニズムと正常範囲の観察
第２ 排泄障害と看護
第３ 排泄の援助と看護者の役割
第４ 導尿と浣腸
第５節 活動・運動
第１ 姿勢と体位
第２ 安楽な体位と看護者の役割
第３ 移動の援助と看護者の役割
第６節 休息と睡眠
第１ 休息の意義
第２ 睡眠の生理とリズム
第３ 健康を保つための睡眠と活動のバランス
第４ 休息と睡眠を促す援助
第７節 身体の清潔
第１ 身体の清潔と健康
第２ 身体の清潔と援助

第８節 衣生活
第１ 衣生活の意義
第２ 患者の衣生活への援助
第３ 寝衣交換

第４章 診療に伴う援助
第１節 呼吸・循環・体温調整
第１ 呼吸調整の方法
第２ 体温調整の方法
第３ 循環調整の方法
第２節 与薬
第１ 薬物の体内動態
第２ 与薬における看護師の役割
第３ 与薬の方法
第３節 創傷管理
第１ 創傷とは
第２ 創傷治癒の過程
第３ 創傷処置と看護
第４ 褥瘡の予防と処置
第４節 診療・検査・処置
第１ 診療過程における診察・検査・処置の位置づけ
第２ 診療・検査・処置における看護者の役割
第３ 主な検査と看護
第４ 治療・処置に関連する医療機器の取り扱いと看護
第５節 救急救命処置
第１ 救急救命処置の意義と看護者の役割
第２ 救急救命処置
第６節 終末期のケア
第１ 終末期患者に対する看護者の反応・態度
第２ 終末期にある患者への援助
第３ 臨死時の対応
第４ 死後の処置
第５ 家族へのグリーフケア
第６ デスカンファレンス
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基 礎 看 護

看護技術に関する項目には、
援助の必要性を考え学習でき
るよう、技術の目的やポイン
トを追加。

学習指導要領改訂の趣旨に沿っ
て、リスクマネジメント、多職種連
携などを含めた専門性の高い内
容を充実。

チーム医療や地域包括ケアシステ
ムなどに関する事例を掲載し、実
践的な視点で考え学習できるよう
工夫。


